
と
い
っ
て
特
別
に
報
告
を
貰
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
彼
は
語
っ
た
。
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
そ
れ
を
支
え
る
慈
善
団
体
の
関
係

を
、
よ
く
表
わ
し
た
話
で
あ
っ
た
。

五

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

国
民
の
遺
産
を
民
間
の
手
で

維
持
・
活
用
し
て
い
る
保
全

団
体

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
正
式
に
は

史
的
名
勝
、
自
然
的
景
勝
地
の
た
め
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
と
い
い
、
民
間
の
力
に
よ
っ

て
優
れ
た
自
然
や
貴
重
な
歴
史
的
環
境
を
所
有

し
、
国
民
の
利
益
と
し
て
維
持
保
存
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
る
。

　
一
八
〇
〇
年
代
に
、
共
有
地
の
減
少
や
都
市

問
題
の
増
加
、
歴
史
的
建
造
物
の
取
り
壊
し
な

ど
に
対
し
て
、
保
全
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
慈

善
団
体
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
の
団
体
と
同
じ

流
れ
の
中
に
あ
っ
た
三
人
の
活
動
家
が
、
一
八

九
五
年
に
法
人
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
当
初
は
郊
外
の
自
然
を
守
る
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
た
。
そ
し
て
実
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

ト
ラ
ス
ト
が
譲
渡
不
能
の
宣
言
を
し
た
資
産

は
、
議
会
の
同
意
な
く
て
は
強
制
収
用
も
抵
当

権
の
設
定
も
で
き
な
い
と
い
う
特
権
を
与
え
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト
法
が
、
一
九
〇
七
年

に
制
定
さ
れ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
、
会
員
は
わ
ず
か
七

〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
頃
か
ら
不
況

や
高
い
税
金
の
た
め
、
貴
重
な
美
し
い
建
物
や

調
度
品
が
壊
さ
れ
た
り
、
売
却
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
そ
れ
ら
の
保
存
に
も
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
領
主
館
の
保
存
計
画
と

な
る
。
こ
れ
は
館
だ
け
で
な
く
調
度
品
や
庭
園

も
一
体
の
保
存
対
象
物
と
し
て
、
多
く
の
領
主

館
が
寄
贈
さ
れ
て
い
っ
鳶
や

　
一
九
三
一
年
に
は
、
議
会
に
働
き
か
け
、
寄

贈
さ
れ
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
を
非
課

税
に
す
る
よ
う
財
政
法
を
改
正
し
て
も
ら
う
。

　
ま
た
一
九
三
七
年
の
ト
ラ
ス
ト
法
改
正
で

は
、
資
産
の
公
開
や
資
産
の
維
持
管
理
に
必
要

な
費
用
を
産
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
資
産
（
金

で
も
土
地
あ
る
い
は
建
物
で
も
）
を
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
中
に
は
、
村
ご
と
そ
っ
く
り
寄
贈

さ
れ
、
住
民
は
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
み
つ
づ

け
、
ト
ラ
ス
ト
に
家
賃
や
地
代
を
払
い
、
そ
れ

ら
が
維
持
費
と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
一
九
四
九
年
に
は
維
持
管
理
費
を
産
み
出
す

資
産
の
寄
贈
が
、
一
九
五
一
年
に
は
建
物
内
の

動
産
も
非
課
税
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
村
ご
と
寄
贈
さ
れ
た
レ
イ
コ

ッ
ク
の
村
を
訪
ね
た
（
写
真
　
３
）
。
村
の
建
物

は
殆
ん
ど
一
四
～
一
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
、
中

世
の
重
さ
が
全
体
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
観

光
シ
ー
ズ
ン
前
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
や
や

活
気
の
な
い
平
淡
な
感
じ
の
村
に
も
思
え
た
。

　
領
主
館
は
、
ス
ト
ア
・
へ
ッ
ド
を
訪
れ
た
。

美
し
い
広
大
な
庭
園
に
は
、
外
国
か
ら
の
樹
木

も
植
え
ら
れ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
よ
く
手
入
れ
さ

れ
て
お
り
、
館
と
と
も
に
一
八
世
紀
の
領
主
館

の
よ
う
す
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
た
。

　
庭
園
の
樹
木
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
一
体
感

写真一３ 中世の建物が保全されたレイコック村

図一３　ストアヘッドの領主館と庭
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が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
大
木
の
枝
つ
め
が

大
変
だ
と
、
作
業
中
の
園
丁
さ
ん
が
話
し
て
く

れ
た
。
庭
の
管
理
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
よ
く

参
加
し
て
い
る
。

　
領
主
館
の
前
庭
で
は
、
毎
年
五
月
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
の
展
示
会
が
行
わ
れ
た
り
、
音
楽
会

の
催
し
も
あ
る
と
い
う
。

第
二
次
大
戦
後
は
、
保
存
対
象
物
の
種
類
が

増
え
、
産
業
革
命
期
の
橋
、
運
河
、
工
場
な
ど

の
記
念
物
も
保
存
さ
れ
て
い
く
。

　
そ
し
て
一
九
六
五
年
に
、
減
少
し
て
い
く
海

岸
線
を
買
い
取
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
ネ
プ
チ

ュ
ー
ン
計
画
が
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
は
海
岸
線

も
寄
贈
に
よ
っ
て
い
た
の
が
、
初
め
て
国
民
の

寄
付
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
の
で
あ
る

　
（
写
真
１
４
）
。

　
目
標
の
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
は
、
一
九
七
三
年

に
達
成
さ
れ
、
既
得
部
分
も
含
め
三
六
六
マ
イ

ル
（
五
八
九
㎞
）
が
ト
ラ
ス
ト
の
保
護
下
に
お

か
れ
、
一
九
八
一
年
に
は
四
二
六
マ
イ
ル
に
ま

で
と
な
っ
た
。

　
こ
の
成
功
は
、
海
や
海
岸
が
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
と
っ
て
共
感
の
持
て
る
身
近
な
誇
れ
る
ふ
る

さ
と
で
あ
っ
た
か
ら
と
、
ト
ラ
ス
ト
で
は
分
析

し
て
い
る
。
そ
し
て
寄
贈
を
待
つ
姿
勢
か
ら
、

積
極
的
に
次
は
ど
こ
を
と
い
う
計
画
を
立
て
る

よ
、
う
に
な
り
、
第
三
次
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
計
画
で

は
、
五
〇
〇
マ
イ
ル
（
八
〇
五
㎞
）
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ス
ト
の
職
員
は
、
二
〇
〇
〇
人
以
上
お

り
、
そ
の
大
部
分
が
庭
師
、
森
林
作
業
員
、
建

築
職
人
な
ど
の
技
術
者
で
、
そ
の
も
と
で
働
い

て
い
る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

い
う
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
会
員
数
は
、
現

在
一
三
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
会
員
は
ト
ラ

ス
ト
の
所
有
施
設
の
入
園
料
は
免
除
さ
れ
る
な

ど
、
各
種
の
特
典
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
年
間

八
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
ト
ラ
ス

ト
の
売
店
を
の
ぞ
く
と
、
ト
ラ
ス
ト
資
産
の
本

や
絵
は
が
き
の
他
に
、
バ
ッ
チ
、
ト
ラ
ン
プ
い

日
記
帖
、
紅
茶
な
ど
の
雑
貨
や
、
ネ
ク
タ
イ
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
も
、
土
産
物
と
し
て
売
ら
れ
て

い
る
。
す
べ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
マ

ー
ク
が
入
り
、
観
光
客
は
喜
ん
で
そ
れ
ら
を
買

い
、
そ
の
収
入
も
大
切
な
資
金
源
と
な
っ
て
い

る
。

　
近
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
数
多
い
寄

贈
の
申
し
込
み
に
対
し
て
、
基
準
を
厳
し
く
設

け
受
け
入
れ
が
難
か
し
ぐ
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
貴
重
な
国
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産

が
壊
さ
れ
る
の
に
対
し
て
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
今
後
は
保
存
団

体
と
し
て
純
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

環
境
保
全
の
激
動
期
を
先
見
性
を
も
っ
て
こ
う

し
て
生
き
、
一
つ
の
時
代
を
形
成
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
社
会
に
息
づ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
産

業
革
命
以
後
、
さ
ま
ざ
ま
に
環
境
保
全
や
自
然

保
護
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
も

と
に
法
律
が
つ
く
ら
れ
、
法
律
も
改
正
を
重
ね

る
こ
と
で
運
動
を
支
え
て
き
た
。
そ
し
て
法
律

の
関
わ
ら
な
い
部
分
は
、
慈
善
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
隅
々
に
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。

　
大
き
な
慈
善
団
体
と
し
て
。
シ
ビ
ッ
ク
・
ト

ラ
不
ト
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
が
存
在

し
、
独
自
の
施
策
を
か
か
げ
て
活
動
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
小
さ
な
慈
善
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
対
し
て
は
、
補
助
の
出
る

仕
組
が
で
き
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
自
然
保
護
の
た
め
自
然
の
小
道
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ

イ
ド
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ア
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
ヘ
、
公
園
に
植

樹
を
し
た
り
そ
の
道
具
を
揃
え
た
い
な
ら
、
ま

た
小
島
の
巣
を
守
る
た
め
に
フ
ェ
ン
ス
を
つ
く

る
と
き
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
バ
シ
イ

・
カ
ウ
ン
セ
ル
に
申
し
込
む
、
と
い
う
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
の
道
が
開
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
す
べ
て
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の

写真一４　ネプチューン計画で買いとられた海岸線
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が
、
イ
ギ
リ
ス
人
一
人
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
経
済
が
低
迷
し
、
失
業
者

が
増
え
続
け
、
外
国
の
力
を
借
り
て
経
済
等
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
皮
肉
に

も
失
業
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

機
会
が
増
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
化

し
て
き
て
い
る
。
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
一
般
の
も
の
だ

と
い
う
。

　
繁
栄
の
時
代
を
過
ぎ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
自
分

た
ち
の
遺
産
に
早
く
か
ら
気
づ
き
、
住
み
よ
い

環
境
を
保
全
し
、
豊
か
な
生
活
精
神
を
育
む
、

地
道
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

　
日
本
で
は
い
ま
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト

運
動
が
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト
の
出
生
地
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ

こ
と
は
多
く
、
豊
か
な
生
活
精
神
の
現
わ
れ
で

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
わ
れ
わ
れ
に
今

後
の
環
境
保
全
運
動
へ
の
、
一
つ
の
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

《
資
料
》
日
本
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト

ラ
ス
ト
を
め
ぐ
る
動
き

●
北
海
道
斜
里
町
の
国
立
公
園
内

　
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動

　
戦
後
入
植
し
た
開
墾
地
の
離
農
者
か
ら
、
土

地
買
取
り
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
斜

里
町
は
、
検
討
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
知
り
、
昭
和
五
十
二

年
に
そ
の
実
施
に
踏
み
き
っ
た
。
そ
れ
が
全
国

的
に
「
知
床
に
夢
を
買
い
ま
せ
ん
か
」
で
広
ま

っ
た
、
知
床
一
○
○
㎡
買
取
り
運
動
で
あ
る
。

一
口
八
〇
〇
〇
円
の
拠
出
金
を
全
国
に
呼
び
か

け
た
。
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、

参
加
者
一
八
、
四
〇
九
人
、
寄
付
金
一
億
八
六

九
二
万
円
、
買
上
げ
目
標
面
積
四
七
二
尨
、
買

上
げ
済
面
積
二
六
八
加
。

　
寄
せ
ら
れ
た
拠
出
金
は
、
町
の
「
し
れ
と
こ

国
立
公
園
内
土
地
保
全
基
金
条
例
」
に
基
づ
き

積
み
立
て
ら
れ
、
上
地
買
取
資
金
に
充
当
さ
れ

て
い
る
。
取
得
地
は
町
有
財
産
と
し
て
維
持
、

管
理
さ
れ
、
拠
出
金
に
は
土
地
買
収
費
め
ほ

か
、
植
林
苗
代
、
撫
育
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
拠
出
者
は
、
北
海
道
及
び
東
京
、
大
阪
な
ど

大
都
市
の
住
民
が
特
に
多
く
、
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
知
り
、
貴
重
な
自
然
を
守
り
た
い
と
い
う

理
由
を
参
加
動
機
の
一
番
に
あ
げ
て
い
る
。

●
天
神
崎
市
民
地
主
運
動

　
天
神
崎
は
、
紀
伊
半
島
の
な
か
ほ
ど
に
あ
る

田
辺
湾
の
岬
で
、
古
く
か
ら
釣
場
と
し
て
、
ま

た
野
外
教
育
の
場
と
し
て
地
元
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
と
こ
ろ
。

　
昭
和
四
十
九
年
、
別
荘
地
造
成
計
画
を
機

に
、
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
「
天
神
崎
の

自
然
を
大
切
に
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
開
発

業
者
と
の
相
互
理
解
を
築
き
な
が
ら
、
土
地
買

取
り
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
五
十
六

年
よ
う
や
く
地
元
和
歌
山
県
・
田
辺
市
も
支
援

を
始
め
、
買
取
り
目
標
四
・
一
＆
の
う
ち
〇
・

八
六
尨
を
取
得
。
募
金
目
標
二
億
円
の
う
ち
、

六
三
九
四
万
円
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一

日
現
在
）
を
達
成
し
て
い
る
。

　
こ
こ
は
、
田
辺
市
の
中
心
か
ら
近
く
に
位
置

す
る
海
の
生
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
運
動
は
自
然
環
境
の
保
全
と
と
も
に
、
自
然

観
察
の
場
と
し
て
の
利
用
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
定
期
的
に
自
然
観
察
教
室
が
開

か
れ
て
い
る
。

　
参
加
者
は
、
こ
の
地
を
知
る
県
内
の
人
が
一

番
多
く
、
つ
づ
い
て
大
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
の
契
機
は
マ
ス
コ
ミ
が
多
く
、
県
内
で
は

口
コ
ミ
に
よ
る
も
の
も
多
い
。
参
加
動
機
に

は
、
貴
重
な
自
然
を
守
り
た
い
と
い
う
こ
と
の

ほ
か
に
、
身
の
回
り
か
ら
自
然
が
失
な
わ
れ
っ

つ
あ
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
い
う
理
由
が
、

多
く
あ
げ
ら
れ
る
。

●
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る
全
国
的

　
な
動
き

　
１
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
二
十
五
日

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
於
・
北
海
道
斜
里
町

　
　
　
　
「
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ

　
　
　
　
ス
ト
を
考
え
る
」

　
知
床
国
立
公
園
内
一
〇
〇
㎡
運
動
の
五
周
年

を
記
念
し
、
斜
里
町
が
環
境
庁
や
日
本
学
術
会

議
な
ど
の
後
援
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
研
究
者
や
実
践
的
に

運
動
を
進
め
て
い
る
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、

自
然
や
文
化
・
歴
史
的
環
境
の
価
値
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
す
べ
き
か
、
ま
た
理
論
・
実

践
面
な
ど
多
角
的
な
方
面
か
ら
討
議
が
行
わ

れ
、
以
下
の
「
知
床
ア
ピ
ー
ル
」
が
採
択
さ
れ

た
。

ｉ
、
運
動
前
進
の
た
め
、
勉
強
と
情
報
交
換
お

　
よ
び
経
験
の
交
流
な
ど
、
各
地
の
運
動
の
連

　
携
を
深
め
る

ⅱ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
全
国
市
民
連
合

　
　
（
仮
称
）
結
成
を
提
案

ⅲ
、
自
治
体
、
国
の
理
解
と
協
力
を
要
請
し
ナ

　
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
法
（
仮
称
）
の
制
定

　
な
ど
、
制
度
的
な
整
備
の
促
進
を
め
ざ
す
。

ⅳ
、
運
動
の
拡
大
と
国
際
的
な
組
織
と
の
交
流

　
を
図
る
。

　
２
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
五
日

　
　
　
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る

　
　
　
全
国
の
会
」
　
設
立

　
「
知
床
ア
ピ
ー
ル
」
を
受
け
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る
全
国
の
会
」
の
設
立

総
会
が
東
京
で
開
か
れ
、
会
長
に
藤
谷
豊
・
前

斜
里
町
々
長
を
選
出
し
た
。
役
員
に
は
全
国
各

地
の
環
境
保
全
運
動
・
団
体
の
代
表
者
や
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
か
か
わ
り
の
あ

る
学
者
・
専
門
家
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
３
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
緑
の
ト
ラ
ス
ト
づ
く

　
　
　
り
を
進
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
　
（
埼
玉

　
　
　
県
で
）

　
地
価
が
著
し
く
高
い
た
め
、
緑
の
保
全
が
非

常
に
困
難
な
都
市
地
域
に
お
い
て
、
住
民
主
体
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の
環
境
保
護
運
動
を
支
援
し
問
題
点
を
多
角
的

に
討
議
し
て
こ
わ
が
国
の
風
土
と
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
制
度
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
埼
玉
県

知
事
が
全
国
か
ら
関
係
者
の
参
加
を
求
め
開
い

た
（
『
緑
の
ト
ラ
ス
ト
を
め
ざ
し
て
』
埼
玉
県

環
境
部
自
然
保
護
課
編
集
）
。

　
４
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
、
十
六
日

　
　
　
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る

　
　
　
全
国
の
会
」
第
一
回
全
国
大
会
（
和
歌

　
　
　
山
県
田
辺
市
で
）

　
全
国
に
三
三
団
体
を
擁
す
こ
の
会
の
初
め
て

の
全
国
大
会
に
、
会
員
の
ほ
か
一
般
市
民
な
ど

が
参
加
し
、
以
下
の
大
会
宣
言
を
確
認
し
た
。

ｉ
、
法
人
格
を
持
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス

　
ト
の
全
国
組
織
を
つ
く
る
。

ⅱ
、
海
外
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
と

　
も
連
帯
す
る
。

ⅲ
、
国
の
行
政
、
立
法
機
関
に
対
し
て
運
動
の

　
基
本
法
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
法

　
　
（
仮
称
）
の
制
定
を
要
請
す
る
。

ⅳ
、
地
方
自
治
体
に
は
税
制
面
で
の
優
遇
措
置

　
財
政
援
助
な
ど
を
切
望
す
る
。

　
つ
づ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
買
い
取
り
、

税
制
、
管
理
維
持
の
三
つ
の
問
題
が
改
め
て
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

●
失
わ
れ
ゆ
く
自
然
歴
史
的
環
境
　
　
ナ
シ
ョ

　
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
埼
玉
へ
の
適
用
可

　
能
性
（
昭
和
五
十
六
年
、
埼
玉
県
自
治
振
興

　
調
査
研
究
チ
ー
ム
報
告
書
か
ら
）

　
イ
ギ
ツ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト
運
動

が
成
立
し
、
発
展
し
た
根
拠
と
し
て
風
光
明
媚

な
自
然
が
乏
し
く
、
そ
の
多
く
は
大
土
地
所
有

に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ
、
海
岸
や
森
林
か
ら
庶

民
を
し
め
出
し
て
い
た
こ
と
、
自
然
資
源
が
再

生
復
元
力
の
小
さ
い
自
然
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
個
人
的
所
有
」
を
多
数
の

個
人
所
有
＝
共
有
に
拡
大
し
、
最
終
的
に
社
会

化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
的
発
想

と
、
環
境
の
社
会
的
性
格
か
ら
し
て
。
保
存
の

主
体
は
行
政
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
日
本
的
発

想
は
、
先
進
・
後
進
の
差
と
い
う
よ
り
は
、
社

会
的
条
件
の
差
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
相
違
性
を
み
る
限
り
適
用
性
は
薄
め
ら
れ
る

が
、
自
然
・
歴
史
的
環
境
に
対
す
る
危
機
意
識

や
団
体
設
立
ニ
ー
ズ
及
び
参
加
意
識
な
ど
を
考

慮
し
た
場
合
に
は
、
埼
玉
県
の
風
土
に
根
ざ
し

た
独
自
の
展
開
方
法
に
立
脚
し
た
運
動
展
開
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
県
の
場
合
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
展
開
す
る
場
合
の

特
殊
性
を
見
出
す
と
し
た
ら
、
首
都
圏
の
中
で

の
激
し
い
都
市
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
自
然
、

歴
史
的
環
境
の
保
護
と
い
っ
た
地
域
性
に
、
そ

れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
県
に
お
い
て
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

展
開
の
方
法
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

　
ア
、
財
団
法
人
形
成
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
　
ト
ラ
ス
ト
運
動

　
イ
、
公
益
信
託
形
式
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
　
ト
ラ
ス
ト
運
動

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
主
体
は
住

民
で
あ
る
が
、
行
政
分
野
と
の
関
わ
り
を
無
視

で
き
ず
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
調

的
に
進
め
て
い
く
必
要
性
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
て

い
る
。
県
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
企
画
、

設
立
す
る
と
こ
ろ
の
公
益
法
人
と
し
て
、
「
埼

玉
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会
（
仮
称
）
」

設
立
を
提
案
す
る
。
土
地
利
用
の
実
態
や
最
近

の
地
価
問
題
を
考
え
た
場
合
、
長
期
的
視
点
に

た
っ
た
地
道
な
事
業
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
法
人
が
自
然
歴
史
的

環
境
分
野
で
の
公
益
信
託
の
受
託
者
に
な
れ
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
併
用

に
よ
っ
て
、
現
在
未
整
備
の
状
況
に
あ
る
公
益

信
託
制
度
に
か
か
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
、

公
益
法
人
制
度
に
お
け
る
優
遇
措
置
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
（
同
報
告
書
の
要
点
）
。

Λ
緑
政
局
公
園
緑
地
部
施
設
課
建
設
第
二
係
▽
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